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2018年6月14日 利上げを進める米国の金融政策（2018年6月） 
2018年6月04日 堅調に推移する米国の雇用統計（2018年5月） 

（No.2,346） 
〈マーケットレポートNo.6,061〉 

2018年6月19日 

 公表された『ドット・チャート』をもとに、FOMC参加

者が適切と考えるFFレートの中央値を見ると、

18年末は2.38％でした。1回当たりのFFレート引

き上げ幅を0.25％とすると、18年の利上げ回数は

4回となります。今年3月に開催されたFOMCにお

ける予測値は2.13％、利上げ回数は3回でした。 

 一方、19年末のFFレート予測値の中央値は、前

回3月の2.88％から3.13％に上方修正、20年

末は前回と同じく3.38％でした。利上げの回数で

見ると、19年は前回と同じ3回、20年は2回から

1回に下方修正となります。結果、18～20年の合

計利上げ回数は8回で、前回から変更はありま

せんでした。さらに、長期のFFレートの均衡水準は、

前回と同水準の2.88％でした。 

米連邦準備制度理事会（FRB）は、年に8回開催する米連邦公開市場委員会（FOMC）のうち3、6、9、

12月に開く会合で、FOMCメンバーによる米国経済と政策金利の見通しを公表しています。米国の政策金利

はフェデラルファンド（FF）レートですが、FOMCメンバーが予想するFFレートの水準を “点（ドット）”の分布

で表現したグラフは『ドット・チャート』と呼ばれ、将来の政策金利の動きを予測するうえでの判断材料とされます。 

 FRBは6月12日、13日に開催したFOMCで、市場の予想通りFFレートの誘導目標レンジを0.25％引き上

げ、1.75％～2.00％とすることを決定しました。全会一致の決定です。 

全会一致の決定 

利上げの速度を少し速めるのが妥当と考えるメンバーが増加 

米国FOMCの最新『ドット・チャート』は？（18年6月） 

2018年は4回の利上げを予想 
3月時点の予想の3回から上方修正 

 長期の均衡水準は、景気を刺激も抑制もしない、

いわゆる中立金利とみなすことができます。つまり、 

今回の『ドット・チャート』 は、「中立金利を少し超え

る水準まで、前倒しで利上げを行うのが適切」と考

えるFOMCメンバーが増えたことを示唆しています。 

 今後、FFレートが長期均衡値である2.88％に接

近するにつれ、利上げ打ち止め感が強まると想定さ

れます。金融市場は徐々にこの想定を織り込んで

いくと考えられ、その過程で米長期金利と米ドルの

上昇速度は比較的緩やかなものとなりそうです。 

6月開催のFOMCで0.25％の利上げを決定 

（注）横軸はFOMCの開催年月。 
（出所）FRBの資料を基に三井住友アセットマネジメント作成 

【FOMCの最新ドット・チャート】 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/usa/news180604us.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/usa/news180614us.html

